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  全校ビブリオバトルに挑戦！! 
２月１３日（水）、全校生でビブリオバトルに初挑戦しました。ビブリオバトルとは、お気に入りの

本を持ち寄って、その魅力を５分間で紹介し合い、観戦者の投票によって一番読みたい本（チャンプ

本）を決める書評ゲームです。ビブリオバトルは、情報発信能力の育成や読書関心の向上のために有

効であることから、本校でも取り組むことにしました。 

今回は、全校生が７つのグループに分かれて、各グループ内でビブリオバトルを行いました。お互

いの本を交換して読み合う姿、学年関係なく本について語り合う姿、自分の思いを伝えようと相手に

語りかける姿が随所に見られました。投票の結果、全校生から９名の代表が選ばれました。９名の代

表生徒は、２７日（水）、福島大学の学生ボランティアの進行による全校ビブリオバトル決勝戦に臨み

ます。 

＜ビブリオバトル公式ルール＞ 

①発表者が面白いと思った本を持って集まる。 

②順番に１人５分間で本を紹介する。 

③それぞれの発表後に参加者全員で、その発表に関する質問を行う。（２～３分） 

④全ての発表が終了した後に、「どの本が一番読みたくなったか」を基準とした投票を行い、最多票を集め

たものを「チャンプ本」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月の主な行事予定 

7 日（木）県立高校Ⅱ期選抜 

8 日（金）同 上 

１１日（月）東日本大震災追悼集会 

１３日（水）第 15 回卒業証書授与式 

１４日（木）県立高校合格発表 

１７日（日）たむらクロスカントリー大会 

 

２１日（木）春分の日 

２２日（金）修了式 

２３日（土）学年末・学年始休業日～4/7 

２８日（木）離任式 

        

  

 

 

 

 



桜美林大生との交流 

 

 

   授業参観・PTA 総会・学年懇談会 

２月１６日（土）、今年度最後の授業参観、ＰＴＡ総会、学年懇談会を実施しました。今回の授業参

観では、全学年で道徳の授業を行いました。授業では、保護者の皆さんにも

参加してもらい、道徳的課題について、生徒と一緒に考えてもらいました。 

将来の変化を予測することが困難な時代を迎え、子どもたちがよりよい社

会と幸福な人生を自ら創り出していくために、道徳教育はこれまで以上に重

要な役割を果たします。また、次年度からは中学校においても、「特別の教科 

道徳」が実施されます。「特別の教科 道徳」では、答えが１つではない道徳的な課題を、一人一人の

子どもが自分自身の問題としてとらえ向き合う、「考え、議論する道徳」への質的な転換を図るため、

多様な創意工夫を生かした授業づくりが求められます。 

都路で学校が再開し、間もなく５年が経過します。「成功の反対は、失敗ではない。成功の反対は、

挑戦をしないことである。」という教育理念のもとに、チャレンジを繰り返し、失敗を糧に学ぶことの

できる“たくましさ”を子どもたちには身に付けさせたいと考えています。地域と共にある本校の特

色ある教育活動の推進に、これからもご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

桜美林大学は、2014 年度から都路町の地域活性化に向けて継続して活

動しています。現在の４年生は昨年度から２年間にわたり、年間５０日

以上、都内から足を運んでくれました。今年度は、「子どもが都路町の魅

力をさらに発見し、定住または帰ってきたいと思う町を自らつくること」

をテーマに活動してきました。そして、交流の場をつくる目的で、昨年

５月から４か月かけてピザ釜を作り、小・中学生とともにイベントを開催しました。８月には野外シ

アターを企画し、空気の澄んだ夏の夜空の下で、映画を鑑賞しました。１０・１１月には、子どもた

ちの主体性を鍛えるためのワークショップを開催し、小・中学生自らがイベントの企画を考えました。

その他、桜美林大生には、学校行事や学習・部活動のボランティアとして、支援をいただきました。 

２月２日（土）、よりあい処華で開かれた「４年生の卒業を祝う会」では、中学生が考えたゲームで

盛り上がるとともに、中学生が手作りの卒業証書を４年生に渡しました。また、一緒に作ったピザ釜

で焼いたピザを食べ、別れを惜しみながら交流をさらに深めました。これからも、子どもたちが、大

学生や地域の大人との“ナナメの関係”を築けるような機会を、地域の皆さんと協力して積極的につ

くっていきたいと考えます。桜美林大学や関係の皆様には、深く感謝申し上げます。 

 

 


